




































































































































































































































































































































（１) Bernd Schu?nemann,Die Rechtsfigur des“Ta?ters hinter dem Ta?ter”und das Prinzip
 





























(14) Bernd Schu?nemann,Grundfragen des modernen Strafrechtssystems,1984,S.51f.（邦
訳として、ベルント・シューネマン（松生光正訳）「刑法上の体系思考に関する序論」中山研
一＝浅田和茂監訳『現代刑法体系の基本問題』（成文堂、1990年）１頁以下）。もっとも、シュ
ーネマンのこのような機能主義的志向に対して、ハンス・ヨアヒム・ヒルシュ（井田良訳）
「ドイツにおける理論刑法学の現状について」刑事法ジャーナル６号（2007年）54頁は、機能
主義の立場は、刑法学の将来を指し示す意味を持つものとは到底いえず、シューネマンの主張
する方法論的立脚点からは、いかなる本質的に新しい結論も得られないと批判する。
(15) わが国では、共謀共同正犯が認められる場合として、共謀者間で対等に共働する対等型な
いし分担型の共謀共同正犯と、共謀者の内、優越的な行為者が存在する支配型の共謀共同正犯
があるとされている。仮に「正犯の背後の正犯」の議論を、実質的には「共謀共同正犯」を認
める議論であると理解したとしても、この場合、背後者自身には、結果に対して一定程度の支
配が要求されることから、「正犯の背後の正犯」は、実質的には支配型の共謀共同正犯のみを
射程としているとも考え得る。
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